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今
「
地
域
主

権
」
と
い
う
言

葉
が
、
モ
ン
ス

タ
ー
の
ご
と
く

跳
梁
し
て
い

る
。
実
に
奇
妙
な
言
葉
だ
。

「
国
民
主
権
」
な
ら
当
然
だ

が
、「
地
域
」
と
い
う
抽
象

的
な
存
在
に
主
権
を
与
え
ら

れ
て
も
困
る
▼
民
主
党
政
府

は
、「
地
域
主
権
改
革
」
を

掲
げ
、「
地
域
の
こ
と
は
地

域
に
住
む
住
民
が
責
任
を
持

っ
て
決
め
る
こ
と
の
で
き
る

活
気
に
満
ち
た
地
域
社
会
を

つ
く
っ
て
い
く
」
と
言
う
。

な
か
な
か
い
い
こ
と
だ
と
思

う
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
橋
下

知
事
は
ま
さ
に
こ
の
先
行
モ

デ
ル
だ
▼
だ
が
ご
用
心
。

「
地
域
主
権
」
の
名
の
も
と

に
、
ま
ず
は
福
祉
な
ど
の
最

低
基
準
が
見
直
さ
れ
、
国
の

保
障
責
任
が
放
棄
さ
れ
る
。

こ
れ
か
ら
は
都
道
府
県
の
責

任
で
や
れ
と
い
う
わ
け
だ
。

各
自
治
体
で
も
同
じ
こ
と
が

進
ん
で
い
る
。
住
民
に
「
自

助
努
力
」
を
求
め
、
自
分
た

ち
の
く
ら
し
は
自
分
た
ち
で

責
任
を
持
て
と
い
う
動
き
だ

▼
住
民
の
く
ら
し
に
責
任
を

負
う
べ
き
地
方
自
治
体
が
、

そ
れ
を
放
棄
し
、
住
民
に
押

し
つ
け
、そ
の
一
方
で
、道
州

制
な
ど
の
広
域
化
を
図
り
、

大
企
業
や
多
国
籍
企
業
を
呼

び
込
ん
で
も
う
け
さ
せ
よ
う

と
す
る
。
住
民
の
く
ら
し
は

ま
す
ま
す
破
壊
さ
れ
る
▼
こ

ん
な
地
方
自
治
破
壊
が
、
マ

ス
コ
ミ
の
応
援
も
得
な
が
ら

く
り
広
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
日
本
国
憲
法
の
平
和

と
地
方
自
治
。
ど
ち
ら
も
守

り
抜
か
ね
ば
。 

（
Ｋ
・
Ｍ
）

　

10
月
21
日
、
府
労
組
連
・
大
教
組
は
給
与
制
度
改
悪
・
賃
金
カ
ッ
ト
継
続
提
案
の
撤
回
め
ざ
し
、
６
０
０

人
の
学
習
決
起
集
会
（
ク
レ
オ
大
阪
中
央
大
ホ
ー
ル
）
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
職
場
で
沸
き
起
こ
る
怒
り

を
背
景
に
22
日
に
は
団
体
交
渉
を
実
施
、
当
局
を
厳
し
く
追
及
し
ま
し
た
。
一
時
金
（
ボ
ー
ナ
ス
）
０
・
２

月
削
減
を
含
む
府
人
勧
に
基
づ
く
改
悪
提
案
に
対
す
る
闘
い
、
切
実
な
諸
要
求
実
現
を
求
め
る
闘
い
と
も
結

合
し
、
大
幅
な
賃
金
削
減
攻
撃
を
許
さ
な
い
と
り
く
み
に
全
力
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

怒
り
爆
発
の
決
起
集
会
・

団
体
交
渉

　

10
月
21
日
に
行
わ
れ
た
学

習
決
起
集
会
で
は
、
７
名
が

切
実
な
実
態
を
訴
え
ま
し

た
。「
賃
金
の
大
幅
な
削
減

と
昇
任
し
な
い
と
給
料
が
上

が
ら
な
い
今
回
の
制
度
改
悪

提
案
は
お
か
し
い
」（
小
学

校
・
事
務
職
員
）、「
こ
の
数

年
間
の
賃
金
削
減
に
加
え
、

職
員
が
８
名
か
ら
５
名
に
減

ら
さ
れ
大
変
な
職
場
に
な
っ

て
い
る
」（
府
職
労
府
税
支

部
）
な
ど
、
深
刻

な
実
態
を
告
発
す

る
発
言
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。

　

団
体
交
渉
で

は
、「
３
年
間
の

給
与
カ
ッ
ト
は
、

結
局
、
府
の
財
政

難
解
決
に
使
わ
れ

な
か
っ
た
。
こ
れ

が
職
場
の
声
だ
。

カ
ッ
ト
の
さ
ら
な

る
３
年
間
延
長
提

案
に
職
場
の
怒
り
が
爆
発
し

て
い
る
。」（
南
河
内
地
区
教

組
）な
ど
、当
局
を
徹
底
的
に

追
及
し
ま
し
た
。

一
時
金
削
減
と
教
員
特

別
手
当
削
減
も
勧
告

　

府
人
事
委
員
会
勧
告
（
10

月
12
日
）
は
、
給
与
改

定
の
見
送
り
と
と
も

に
、
国
人
勧
に
追
随
し

一
時
金
０
・
２
月
削

減
、
義
務
教
育
等
教
員
特
別

手
当
水
準
の
引
き
下
げ
（
３

・
８
％
が
３
年
連
続
の
改
悪

で
１
・
５
％
に
）
な
ど
の
不

当
勧
告
を
行
い
、
府
当
局
も

こ
れ
に
基
づ
く
改
悪
提
案
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
季
の
秋
季
年
末
闘
争

は
、「
給
与
制
度
改
悪
と
給

与
・
一
時
金
カ
ッ
ト
継
続
」

撤
回
の
闘
い
、
一
時
金
削
減

な
ど
の
府
勧
告
に
基
づ
く
改

悪
提
案
反
対
の
闘
い
、
さ
ら

に
は
、「
評
価
・
育
成
シ
ス
テ

ム
」
中
止
、
長
時
間
過
密
労

働
解
消
、
正
規
教
職
員
の
確

保
と
非
正
規
職
員
の
待
遇
改

善
な
ど
切
実
な
要
求
実
現
を

求
め
る
闘
い
な
ど
、
３
つ
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
大
教
組
・
府
労
組
連
は

職
場
の
団
結
を
強
め
、
当
面

11
月
12
日
の
山
場
（
決
起
集

会
・
団
体
交
渉
）
の
闘
い
も

含
め
、
府
民
共
同
の
力
で
最

後
ま
で
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

府
人
勧
、削
減
重
ね
る
不
当
勧
告

改
悪
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

各
校
１
名
の
事
務
職
員
削

減
の
根
拠
は
乏
し
く
、
人
を

増
や
せ
が
現
場
の
声
。
一

方
、
技
術
職
員
は
退
職
不
補

充
で
、
民
間
委
託
化
を
推

進
。
現
業
職
を
理
由
と
す
る

給
料
削
減
は
不
当
。
府
高
教

は
そ
の
撤
回
を
求
め
る
署
名

に
と
り
く
み
、
10
／
13
事
務

職
員
削
減
反
対
署
名
の
第
一

次
集
約
１
０
９
８
９
名
分
を

府
に
提
出
し
ま
し
た
。
今
後

も
宣
伝
や
署
名
な
ど
を
旺
盛

に
す
す
め
、
こ
れ
ら
の
撤
廃

へ
奮
闘
し
ま
す
。

　

様
々
な
職
種
の
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
で
成
り
立
つ
府
立
高
校

の
教
育
活
動
。
し
か
し
、
知

事
は
予
算
や
人
員
削
減
を
推

進
。
さ
ら
に
、「
財
政
構
造

改
革
プ
ラ
ン
」
素
案
で
、
府

立
高
校
の
事
務
職
員
の
定
員

削
減
と
技
術
職
員
の
給
料
表

事
務
職
員
削
減
反
対
な
ど
で

１
万
筆
を
超
え
る

署
名
を
す
で
に
提
出

府高教
米山書記長

◦給与改定見送り
　・�公民格差は、カット後では25,650
円（6.8％）と指摘しながら、不
当にもカット前の給料で比較、改
定なし。

◦一時金0.2月削減
　・現行4.15月から3.95月に。
◦義務教育等教員特別手当の削減
　・09年４月から3.8％を3.0％に改悪
　・10年４月から2.2％に改悪
　・今回提案で1.5％に改悪

府人事委員会勧告の主な内容

府労組連決起集会に 600人

府
民
共
同 

ひ
ろ
げ
賃
金
削
減
提
案
撤
回
へ


